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ポスター&しおり
 世界の核物質データ

「世界の核物質データ」ポスターは、核兵器に使われる

恐れのある核物質（高濃縮ウランと分離プルトニウ

ム）の量を、保有国別・目的別に、わかりやすく図示し

たものです。小学生から大人まで、多くの方に役立つ

ことを願い、核兵器廃絶長崎連絡協議会 (PCU-NC)

と長崎大学核兵器廃絶研究センター (RECNA)が製

作しました。学校では毎年 8月の広島・長崎の原爆忌

に向けて平和教育がなされていますが、それに役立て

られるように、最新情報に更新して発表しています。

ポスターのもととなった詳細なデータは、RECNA

のスタッフによって構成される「核物質データ追跡

チーム」が作成したもので、ホームページ

(http://www.recna.nagasaki-u.ac.jp/recna/fms)

で公開しています。さらに詳しい内容を知りたい方は

そちらをご覧ください。

この「しおり」は、ポスターを手に取った皆さんの理解

の一助となることを願い、核物質と核兵器の関係や核

物質の現状をできるだけ平易に解説したものです。と

りわけ、学校などの教育現場で活用していただければ

幸いです。

核兵器廃絶長崎連絡協議会（PCU-NC）
〒852-8521 長崎市文教町1-14

Tel : 095-819- 2252  Fax : 095-819-2165

http://www.recna.nagasaki-u.ac.jp/recna/pcu
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長崎大学核兵器廃絶研究センター（RECNA）

　五大核保有国は軍事用の再処理施設をすべて閉鎖しまし
た。しかしインド、パキスタン、イスラエル、北朝鮮は小規模
ながら軍事用の再処理施設をもっています。
　
　大型の民生用再処理施設は、核保有国では英国、ロシア、
フランスにあり、中国がフランスから輸入する計画です。非
核保有国ではドイツ、ベルギーなどが研究用施設をもって
いましたが、現在は、日本だけが大規模な再処理施設をも
ち、2021年に運転開始予定です。しかし日本以外の非核保
有国は自国の分離プルトニウムを大幅に減らし、ゼロにす
る計画です。すでにドイツは国内保有量をゼロにしました。



世界の分離プルトニウム 世界の高濃縮ウラン

一般的な核弾頭の概念図
出所：Frank von Hippel,et al.“Unmaking the Bomb,”
MIT Press,2014,p.40 を一部改変。

　核兵器には、核分裂反応による原子爆弾（原爆）とさらに
核融合反応を用いた水素爆弾（水爆，熱核爆弾とも呼ぶ）の
二つがあります。原爆でも TNT火薬換算でキロトン、すな
わち千トン分の爆発力があり、水爆ではさらにその千倍の
メガトンの規模にすることができます。
　
　上の図は、一般的な核弾頭の概念図です。核融合反応を
起こすために必要なエネルギーを起爆装置であるプルト
ニウム原爆で発生させ、さらに核融合反応を効率的に起こ
させるために濃縮ウランが使われています。この図は米国
の大陸間弾道ミサイルに搭載されているW87型核弾頭の
デザインとされていて、爆発力は 300 キロトン程度と推
定されています。
　
　このように近代核兵器には、高濃縮ウランとプルトニウ
ムの両方が使われています。これらの核物質を手に入れる
には、ウラン濃縮または再処理技術・施設が必要となりま
す。

　五大核保有国は軍事用の再処理施設をすべて閉鎖しまし
た。しかしインド、パキスタン、イスラエル、北朝鮮は小規模
ながら軍事用の再処理施設をもっています。
　
　大型の民生用再処理施設は、核保有国では英国、ロシア、
フランスにあり、中国がフランスから輸入する計画です。非
核保有国ではドイツ、ベルギーなどが研究用施設をもって
いましたが、現在は、日本だけが大規模な再処理施設をも
ち、2021 年に運転開始予定です。しかし日本以外の非核保
有国は自国の分離プルトニウムを大幅に減らし、ゼロにす
る計画です。すでにドイツは国内保有量をゼロにしました。

　五大核保有国の軍事用のウラン濃縮施設はすべて生産
を停止しています。しかし、インド、パキスタンの軍事用施
設は現在も運転中です。イスラエルの高濃縮ウランは他国
から手に入れたもので、自前の施設はありません。
　
　一方、民生用としてはフランス、ドイツ、オランダ、ロシ
ア、英国、中国、日本、米国、イランに濃縮施設があり、これ
から、ブラジル等が新しく参入しようとしています。米国
もまた新しい非軍事用の濃縮施設を建設する計画があり
ます。

使用済み核燃料の中に入ったままの、分離されていないプル
トニウムは含まれません。米国・英国以外の軍事用プルトニ
ウムは推定値なので不確かな値です。長崎原爆には6kgが含ま
れていたと推定されています。　
※1.オランダ，イタリア，スペイン，ドイツ等

米国・英国以外の軍事用高濃縮ウランは推定値なので不
確かな値です。広島原爆には 64kg が含まれていたと推定
されています。　
※2.高濃縮ウランを１kg以上もっている国は 13カ国（ポスターを
参照。スペインはプルトニウムだけで、高濃縮ウランはもっていま
せん）です。それらの量は秘密扱いで公表されていません。

核兵器と核物質
国　名 軍事用（㌧） 非軍事用（㌧）

ロシア
米国
フランス
中国
英国

イスラエル
パキスタン
インド
北朝鮮

非核保有国※2

小計

合計

670.0

480.0

  25.0

  14.0

  21.9

    0.3

    3.7

    4.4

   0.5

　　9.0

　 85.0

　    5.1

　　 0.24

　　0.7

　　0.0

　　0.0

　　0.0

　 15.0

　　115※3

1,335

非軍事用（㌧）国　名 軍事用（㌧） 非軍事用（㌧）

ロシア
米国

フランス
中国
英国

イスラエル
パキスタン
インド
北朝鮮
日本

他の非核保有国※1

小計

合計

88.0

38.4

  6.0

  2.9

  3.2

  0.92

  0.37

  7.1

  0.04

150※3

101.3

  49.3

  67.7

    0.04

115.8

    0.4

  45.7

    1.9

  380※3

530

1,220※3

(2018年末現在 )(2018年末現在 )

※3.核物質量は推定値を多く含んでおり、不確実性が高いため、合計数値は丸めた数値と

なっている※3.核物質量は推定値を多く含んでおり、不確実性が高いため、合計数値は丸めた数値と

なっている



中国

米国

英国

日本

北朝鮮

イスラエル

南アフリカ

フランス

カナダ

イタリア

オランダ

ベルギー

イラン

パキスタン

インド

ロシア
ベラルーシ

ノルウェー

カザフスタン

オーストラリア

シリア

ドイツ
スペイン

189.3t

7.5t

非核保有国
 （13カ国）

日本以外の
非核保有国 

679.0t

0.92t 0.32t

15.0t

0.37t 3.72t

4.4t

2.9t 14.2t

45.7t

1.9t

0.04t

119.0t

22.6t

73.7t

30.1t

87.7t

565.0t
14,667発分

1.183発分

10,469発分

153発分 5発分

62発分 58発分

69発分

483発分 219発分

7発分

0.45t
7発分

530発分 342発分

1,000発分 391発分6,400発分 7,500発分

16,883発分

67発分

141発分

7発分 4発分

19,300発分

12発分11,283発分

80発分

8,217発分

1,328発分

234発分

7,617発分

317発分

2020.6
分離プルトニウム 高濃縮ウラン

軍事用 軍事用

非軍事用 非軍事用

非核保有国（その他）

核保有国（9カ国）
非核保有国（核物質を約１キロ以上保有、14カ国）

世界の核物質データ世界の核物質データ
核兵器に使われる恐れがある

19,060発分 1,800発分

24,500発分 63,700発分

高濃縮ウラン1,335トン 109,060 広島原爆 20,860発分（64㎏/発）

核兵器廃絶長崎連絡協議会（PCU-NC）/長崎大学核兵器廃絶研究センター（RECNA）/詳しいデータは：http://www.recna.nagasaki-u.ac.jp/recna/nuclear/fms核兵器廃絶長崎連絡協議会（PCU-NC）/長崎大学核兵器廃絶研究センター（RECNA）/詳しいデータは：http://www.recna.nagasaki-u.ac.jp/recna/nuclear/fms

・「核物質」は核兵器に使用可能な核分裂性物質で、高濃縮ウランと分離プルトニウムを指す。
・非核保有国の核物質の量については、日本の分離プルトニウム以外は各国の合計のみ表示。
※世界地図はデザインとして描かれている為、正確ではありません。※データは 2018 年末現在
※核物質量は推定値を多く含んでおり、不確実性が高いため、合計数値は丸めた数値となっている .

分離プルトニウム 530トン

前年比:+960 発分増

長崎原爆 88,200発分（6㎏/発）
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分離プルトニウム 高濃縮ウラン

軍事用 軍事用

非軍事用 非軍事用

非核保有国（その他）

核保有国（9カ国）
非核保有国（核物質を約１キロ以上保有、14カ国）

世界の核物質データ世界の核物質データ
核兵器に使われる恐れがある

19,060発分 1,800発分

24,500発分 63,700発分

高濃縮ウラン1,335トン 109,060 広島原爆 20,860発分（64㎏/発）

核兵器廃絶長崎連絡協議会（PCU-NC）/長崎大学核兵器廃絶研究センター（RECNA）/詳しいデータは：http://www.recna.nagasaki-u.ac.jp/recna/nuclear/fms核兵器廃絶長崎連絡協議会（PCU-NC）/長崎大学核兵器廃絶研究センター（RECNA）/詳しいデータは：http://www.recna.nagasaki-u.ac.jp/recna/nuclear/fms

・「核物質」は核兵器に使用可能な核分裂性物質で、高濃縮ウランと分離プルトニウムを指す。
・非核保有国の核物質の量については、日本の分離プルトニウム以外は各国の合計のみ表示。
※世界地図はデザインとして描かれている為、正確ではありません。※データは 2018 年末現在
※核物質量は推定値を多く含んでおり、不確実性が高いため、合計数値は丸めた数値となっている .

分離プルトニウム 530トン

前年比:+960 発分増

長崎原爆 88,200発分（6㎏/発）

原爆をこれだけ
つくれる
原料がある

非核国日本の
突出するプルトニウム

核物質を
減らすことも
大きな課題

高濃縮ウランは減少
傾向、プルトニウム
は増加傾向にある

軍事用／非軍事用

プルトニウム
軍事用／非軍事用

高濃縮ウラン

ウランプルトニウム

　

は、天然には存在しない人工放射性
元素であり、原子炉を運転すると自

動的に生成されます。例えば、世界で最も多く使用されている軽水
炉の使用済み核燃料には重量で約１％のプルトニウムが含まれて
います。この使用済み核燃料からウランと核分裂生成物を取り除
き、プルトニウムを回収する方法を「再処理」といいます。
プルトニウムにはいくつかの種類がありますが、原子炉の運転条
件によってできる割合が変化します。原子力発電所の使用済み核
燃料から回収されるプルトニウムは、一般的にプルトニウム 239

の割合が 60%程度（原子炉級プルトニウム）で、軍事用の原子炉ではこれが 90%以上
（兵器級プルトニウム）となります。
原子炉級プルトニウムは、爆発力を下げる可能性のあるプルトニウム 240 を多く含む
ため、核兵器製造には「適さない」という意見がありますが、これは正確ではありませ
ん 。原子炉級プルトニウムで製造した核兵器であっても、通常兵器をしのぐ爆発力があ
ることに変わりはありません。そして、より高度の設計技術を用いれば、より破壊力の
大きな兵器を製造することが可能なのです。

は天然放射性元素の一つで、いくつかの種類があります。天
然のウランは、核分裂が起きにくいウラン 238が 99.3％を

占めていて、核分裂性のウラン 235はわずかに 0.7%です。そのためにウラ

ン 235の濃度を高める必要があり、その作業を「ウラン濃縮」といいます。
通常の核兵器で使われているのは 90%以上に濃縮されたものですが、20%

以上であれば核兵器に利用できると考えられていて、これらを「高濃縮ウラ
ン」と呼びます。一方、普通の原子力発電所で用いられている核燃料は、3～

5%程度に濃縮したもので、そのウランを「低濃縮ウラン」と呼びます。
民生用の低濃縮ウラン施設であっても、高濃縮ウランの生産は技術的に容
易です。例えば、100万キロワット級原子力発電所 1年分の濃縮ウラン供給
能力（年間 130㌧）をもつ施設では、150㌧の天然ウランから 93％の高濃縮ウラン 100 

kg（原爆４個分相当）を 1年で製造することが可能です。また、4％の低濃縮ウラン 20㌧
から、わずか８日で 93％の高濃縮ウラン 100 kgを製造することもできます。ただし、技
術的には容易であっても国際原子力機関が監視したりするので、非核保有国で高濃縮ウ
ランを秘密裏につくることは容易ではありません。

軍事用：核兵器内にあるか、核兵器
に使用する目的のプルトニウム、及
び将来に軍事利用の余地を残した
まま貯蔵しているプルトニウムの
こと。　
非軍事用：軍事用でない原子炉の
使用済み核燃料から分離したプル
トニウム、及び兵器用としては余剰
と公表されたプルトニウムのこと。

軍事用：核兵器内にあるか、核兵器
に使用する目的の高濃縮ウラン、ま
たは原子力推進軍艦の原子炉燃料
に用いられる高濃縮ウラン（使用済
みを含む）のこと。　
非軍事用：研究・試験炉の燃料中の
高濃縮ウラン、及び軍事目的として
は余剰と公表された高濃縮ウラン
のこと。

広島原爆には高濃縮ウラン
が 64 kg、長崎原爆にはプル
トニウムが6kg含まれていた
と推定されています。この数字
を用いて、各国がもっている核
物質の量を、相当する原爆の個
数に換算して棒グラフで表しま
した。いずれも濃い色が軍事用
です。

高濃縮ウランは軍事用が 91％を
占めます。2007 年に比べ軍事用
は 73㌧，非軍事用は 203㌧減り
ました。
逆にプルトニウムは非軍事用が
72％です。2007 年に比べ軍事用
が 23 ㌧減り、非軍事用が 53 ㌧
増えています。

日本がもっている分離プルトニウ
ムは、ロシア・英国・米国・フラ
ンスに次いで 5 番目に多く、世界
の 9% もあります。他の非核保有
国は全部合わせても 0.3% ですか
ら、いかに日本が突出しているか
がわかります。

世界の核物質は広島原爆・長崎原
爆に換算すると 10 万発分以上に
なります。一方、世界の核弾頭は
13,410 発と推定されています。計
算上は現在の何倍もの核兵器をつ
くれてしまうのです。
核兵器を解体しても核物質は残り
ます。核物質を処分したり、再び核
弾頭に戻せない処理をしていくこ
とが必要です。

プルトニウム ウラン
核
兵
器
の
材
料
に
な
る
核
物
質

　核兵器に必要不可欠な原材料は高濃縮ウランとプルトニウムです。

　これらの核物質を手に入れるためには、ウラン濃縮または再処理技術・

施設が必要です。原子力発電でも、「核燃料サイクル」施設として、これらの

２施設をもっている国があります。たとえ小規模であっても核燃料サイク

ル施設を手にすることは、軍事利用可能な核物質を生産する能力をもつこ

とになるので、核兵器拡散の危険性は大幅に増加するのです。

　国際原子力機関（IAEA）はウラン 235が 25kg、あるいはプルトニウムが

8kgあれば核兵器を製造することが可能と考えています。


